
学科名：2019年度は2学科分合同

2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 ＊上段は中
間報告、下段は最終報告

(4)2019年度は留学生がいないが、
進学説明会において短大への留学
に関心を持つ語学学校学生もお
り、潜在的なニーズを知ることが
できた。短大生で海外の学会発表
をするなど、積極的な学生もお
り、春の研修(後期）の参加を期待
している。

(4)春の海外研修プログラムが中止
となり、残念であった。

（1）学生の生活支援のための教職員
の組織（学生指導、厚生補導等）を
整備し、クラブ活動、学園行事、学
友会など、学生が主体的に参画する
活動が行われるよう支援する。
（2）学生食堂、売店の設置等、学生
のキャンパス・アメニティや通学の
ための便宜（通学バスの運行、駐輪
場・駐車場の設置等）に配慮し、宿
舎が必要な学生の支援（学生寮、宿
舎のあっせん等）を行う。
（3）奨学金等、学生への経済的支援
のための制度を設け、学生の健康管
理、メンタルヘルスケアやカウンセ
リングの体制を整えるなど、学生生
活に関して学生の意見や要望の聴取
に努める。
（4）留学生が在籍する場合や社会人
学生が在籍する場合、学習及び生活
を支援する体制を整える。
（5）障がい者の受入れのための施設
を整備するなど、障がい者への支援
体制を整る。
（6）学生の社会的活動（地域活動、
地域貢献、ボランティア活動等）を
積極的に評価する。

（4）グローバル化推進では、留学
生受け入れ数値目標として、全学生
数の１％を目指している。また、社
会人学生が有意義に学び直しができ
るよう側面から支援を行う。

（4）2019年度は留学生がいないた
め本学からの短期留学に力を注ぐと
ともに、サマープログラム等に積極
的にバディとして関わり、海外に目
を向けてもらうことに注力する。
社会人学生については、申し出があ
れば学びやすい環境を整えられるよ
う他部署と協力体制をとる。

就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各学科の年度計画及び実行計画と達成状況

部局名　　： 　国際交流センター 計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

［学生支援］
建学の精神と教育目的・目標に基
づいて、多様な学生を募集し、そ
の入学を許可し、積極的に資源配
分を整備して学生の学習支援を図
り、成績評価基準等に従って学習
成果の獲得状況を評価して、学習
成果の獲得が向上するように教育
方法、教育課程及び教育プログラ
ムの見直しを行う。また、学生の
ニーズを的確にとらえ、それに対
応した学習支援の環境を整えるた
めに、 学生生活支援のための組
織や支援体制を整備し、専門的職
員を配置する。

【2019年度短大の主要事業計画と改革の重点事項】



⑥台湾国立清華大学との包括協定
の更新に際し、就実短期大学も同
時に締結することができ、短期大
学の国際交流の可能性を拓いた。
またアイルランドでは初めてのダ
ブリンシティ大学と新規協定を締
結でき、今後交流が期待できる。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆
（１）2019年度計画は、就実短期大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。
（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて

努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み

（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確

保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献

力とグローバル化の推進

①教員の教育研究力の推進：学会、
研究論文、HP等による研究成果の情
報公開や共同研究を推進する。②科
研費等の研究資金獲得の促進：研究
費採択率10％増、学内助成制度や外
部補助金への申請を促進する。③若
手研究者の支援：学内共同プロジェ
クト、競争的資金制度や褒賞制度を
充実し、支援体制を強化する。④地
域連携協力推進：産業界や自治体と
の連携事業を通じた大学の人的・知
的資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：地域コミュニ
ティーや企業インターンシップを通
じた交流活動を促進・展開する。⑥
グローバル化の促進：海外連携協定
大学を拡充、交換留学生を増やし、
教員海外研修を促進する。

⑥海外連携協定大学を精査し、短期
大学にふさわしいグローバル化を形
成する。

⑥まず、バディや短期研修を通じて
グローバルな視点を養う成長を支援
する。


